
今年度は，下記の通り４校の研究発表校（第３年次）が，研究の成果を発表いたします。

ぜひ御参会いただき，日ごろの研究実践の糧にしていただければ幸いです。
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研究会名�
�

研究主題�

期　　日�

会　　場�

講　　師�

道徳教育研究大会�

「松之山大好き！とびだせブナっ子」�
○道徳的実践力を高め，道徳的実践を促すゆめごころの学�
　習（総合単元的な道徳学習）�
○みんなで子どもを伸ばす家庭・地域との連携�

平成13年10月３日（水）�

松之山町立松之山小学校�

文部科学省初等中等教育局視学官�
　　　　　　　　　　遠藤　友麗　様�

　思いやりの心をもち，進んで行動する子
どもの育成を目指して道徳教育の研究に取
り組んできました。取組の柱は，「ゆめご
ころの学習（総合単元的な道徳学習）」「家
庭・地域の連携」の二点です。�
　当日は，保護者参画，地域資料，地域人
材等を取り入れた授業を公開します。また，
分科会では，「ゆめごころの学習」「家庭・
地域・社会教育との連携」について提案，
協議します。講演も見逃せません。皆様の
御参会をお待ちしております。�

研究会名�
�

研究主題�

期　　日�

会　　場�

講　　師�

国語科研究大会�

他とのかかわりの中で，自分の思いをの�
びのびと伝え合う子どもの育成�
～国語科「話すこと・聞くこと」の指導を中心にして～�

平成13年10月12日（金）�

加茂市立石川小学校�
中越教育事務所学校指導課長　　山田　裕信　様�
上川村立三宝分小学校長　　　　笠井　　博　様�
加茂市教育委員会学校教育課長　納谷　孫紀　様�
長岡市立神田小学校長　　　　　長谷川　壽　様�

　子どもたちが，他とのかかわりの中で自
分の思いをのびのびと伝え合う姿を求めて，
私たちは，国語科の「話すこと・聞くこと」
領域の授業を創造してきました。�
　当日は，国語科の「話すこと・聞くこと」
領域の授業をはじめ，生活科，道徳，社会科，
総合的な学習の時間，学級活動などの「話す・
聞く」場面を公開します。「これからの国
語科の授業はどうあればいいのか」参会者
の皆さんとともに語り合い，考えていけた
らと思います。�

研究会名�
�

研究主題�

期　　日�

会　　場�

講　　師�

生活科研究大会�

学びに目覚め自ら学びをはぐくむ生活科�

平成13年10月２日（火）�

川口町立川口小学校�

上越教育大学教授�
　　　　　　　　　　若井　彌一　様�

　本校の生活科は，教師の心で価値ある「学
び」を，子どもの心で楽しい「活動」を考
えます。効果的な場面や出会いは子どもの
発想や挑戦を刺激します。子どもは活動の
中で「できる自分」，「たのもしい自分」
を発見します。そして，もっと素敵な自分
になりたいと思うでしょう。�
　こうして学びに目覚めた子どもは，考え
ることが好きな子どもです。「前向きな心」
をはぐくむ生活科の研究会にぜひおいでく
ださい。共に語り合いましょう。�

研究会名�
�

研究主題�

期　　日�

会　　場�

講　　師�

特別活動研究大会�

よりよい集団づくりを通して，生き生き�
と活動する子どもの育成�
～一人一人の思いや願いを生かす学級活動を中心に～�

平成13年10月26日（金）�

五泉市立川東小学校�

下越教育事務所指導主事　　　　皆木　邦夫　様�
新潟大学附属新潟小学校教諭　　長谷川　豊　様�
五泉市教育委員会指導主事　　　関　　宏司　様�

　自己主張が優先し，友達の考えなどお構
いなし。こんな「今だからこそ」互いに尊
重し，個や集団としての資質を高め合う学
級活動が求められています。一人一人の思
いや願いの違いに気付き，友達の意見と自
分の意見とをすり合わせる学級活動。活動
の場，資料や情報の収集，評価の機会を広
く外に求めた学級活動。�
　新学習指導要領を受け，提案します。�
　○　考えをすり合わせる学級活動�
　○　開かれた学級活動�
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豊 か な 人 間 性 の 育 成

平成13年度　指定研究校の発表会


